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　　人口の動き

一12月1日現在一

男4，810（一7）

女4，928（一16）
言十　　　9，738（一23）

世帯数2，328（一4）

　　（）前月比較

熊撫

　川西町柔道協会では、少年部の

子供たちに毎週月曜日と木曜日の

午後7時から9時まで、総合体育

館で柔道の指導をしています。

　12月2日は、この1年間の練習

の成果を父兄にも見てもらう昇級

審査の日でした。

　小学校1年生から6年生までの

チビっ子柔道家20人は、まなざし

も鋭く、多彩な技を掛け合いまし

た。

　昇級審査の後は、納会でもちつ

きをやりました。

　石うすでのきねつきもち1斗分

を、からみ（だいこんおろし）も

ちやきな粉もちにして、平らげて

しまいました。

一12月の休日救急医

臨

・欝難、

　　鞭．

　　　鯉鍮

　　　　繋
　　　畿、鑑
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中
大
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富

院（本町西）

院（中条〉

院（川原町）

院（袋町）

院（神明町）

1月上句の予定

山口医院（下条）

至誠堂医院（西浦町）

池田医院（本町西）

山口医院（袋町）

第二藤巻医院（上野）
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・要望をまとめ見意
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町
で
は
、
国
鉄
が
進
め
て
い
る
「
信
濃
川
水

力
発
電
再
開
発
」
に
対
し
て
、
　
「
川
西
町
民
の

犠
牲
の
も
と
に
発
電
所
建
設
が
実
施
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
基
本
姿
勢

で
臨
ん
で
い
ま
す
。

信
濃
川
第
二
発
電
所
建
設
計
画
は
、
五
月
八

川
西
中
学
校
で
の
説
明
会
（
九
月
十
九
日
）

…麟i…i…i…i…i…i…i…i…i…i…i…i…i…i…ili…i…i…ii鐵鐵麟i華i麟鱗ii…奪

日
に
運
輸
大
臣
の
事
業
認
可
が
出
ま
し
た
。
町

と
し
て
は
、
早
速
国
鉄
側
に
説
明
会
の
開
催
を

求
め
、
五
月
十
五
日
に
公
式
に
は
初
め
て
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
議
会
に
は
、
こ
の
問
題
に
対
処

す
る
た
め
に
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
役
場

庁
内
に
編
成
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
と

も
に
対
策
を
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
　
「
信
濃
川
水
力
発
電
再
開
発
に

関
す
る
申
入
書
」
を
成
文
化
し
て
、
八
月
二
十

八
日
付
で
国
鉄
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
申
入
書

は
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
町
の
こ
の
計
画
に
対

す
る
包
括
的
、
基
本
的
な
姿
勢
を
国
鉄
に
示
し

た
も
の
で
、
　
「
広
報
か
わ
に
し
九
月
号
」
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
申
入
書
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
後
の
九
月
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
四

日
間
に
わ
た
り
、
国
鉄
信
濃
川
工
事
局
側
の
出

席
を
求
め
、
町
内
四
会
場
（
橘
・
上
野
・
千
手

二
か
所
）
で
地
区
別
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
説
明
会
も
数
回
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
十
月
三
十
日
を
も
っ
て
、
計
画
概
要
と
水
文

調
査
に
関
す
る
町
内
の
説
明
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
、
疑
問
な
ど
や
、
国

鉄
の
調
査
方
法
、
工
事
の
進
め
方
、
水
問
題
対

策
な
ど
、
計
画
や
予
定
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、

さ
ら
に
説
明
願
い
た
い
こ
と
を
「
信
濃
川
水
力

発
電
再
開
発
に
関
し
当
面
お
た
ず
ね
い
た
し
た

い
事
項
に
つ
い
て
」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
、
十
一
月
一
日
付
で
国
鉄
信
濃
川
工

事
局
に
提
出
し
、
回
答
を
求
め
て
い
ま
す
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
広
報
編
集
時
点
で
は
回
答
を
得
て
い
ま
せ

ん
）

信濃川水力発電再開発に関し

当面おたずねしたい事項について

肋．1

1　各説明会会場においてご認識のとおり、過去の実例

　や経験則から、住民の被害者意識はきわめて根強いも

　のがある。

　　説明会の開催程度では、それら住民感情を払拭でき

　るものではなく、今回工事の施行に当たっては、補償

　対策を中心に思い切った対応が望まれる。

　　具体的な対策については、今後、十分に協議したい

　が、さしあたり、住民の理解を求め、被害者意識を和

　らげるための手段として、広報活動などに力を入れる

　考えはないか。

2　この計画の指揮、命令、権限系統について熟知した

　いので、ご説明いただきたい。

3　5月の事業認可、その後における（土地収用法に基

　づく）準備のための立入り手続以降の計画進展状況に

　ついて、主として事務的な手続きの面から経過の概要

　を把握したいので、ご説明いただきたい。

　　また、今後の事務（手続き上の）スケジュールにつ

　いてもご説明いただきたい。

4　概算の事業費については、トータルとしては説明を

受けているが、その内訳についても承知いたしたい。

　特に、水路トンネル建設費と、関連するところの当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肋．2

　町分固定資産税額を試算して提示してほしい。

5　観測井を設置（新設）する場合、調査目的を達した

　後の当該観測井の管理、処分等について、どのように

　お考えか。

6　国鉄が水路トンネルを所有することとなる土地につ

　いて、地目別に、用地買収、部分地上権の設定及び掘

　削承諾といわれるところの基準を示してほしい。

7　工事の着手時期は、当初、昭和62年という説明であ

　った。

　　しかし、最近の説明では、一部について、昭和61年

　秋にも着工というように変わってきている。

　　あらためて、川西町工区における工程について、昭

　和61年秋に一部着手といわれる工区や工種を含めて明

　示していただきたい。

8　土捨場の成立要件（設置条件）について、どのよう

　にお考えなのかをおたずねする。

9　ミ（トンネルは）不透水層を縫う形で掘削するので、

　（水への影響は）心配ない。ぐとの説明である。

　　しかし、不透水層といえども、水の浸出率が小さく、

　留水率が大きい層という観点からすれば、大小の差は

　あっても、その影響を無視してはならないと考える。

　透水層（帯水層）と比較すれば影響は極く小さくと

　も、長期に及ぶ地下水資源の蓄積という問題を含め、

影響が必至とし）う前提に立って対処すべきではなかろ

　うかと存じ、ご見解を伺いたい。

10　水文調査による予測と、工事の結果発生する事態に

　ついて自然を相手とするものであり、食い違いの生ず
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陥．4

　とすると、150tないしは167tの内数とは限らない

　ようにも受け取れるし、150tなのか167tであるの
　かによる取水計画への影響も出ようかと推測されるの

　で、その点の再度説明をお願いしたい。

　　また、　ミトンネル断面の上が空いている。今後とも

　考えてゆく。≒という発言の意味についてもおたずね

　したい。

18　工事用道路の使用について、計画地域の町内会に出

　向いた際、騒音、震動あるいは塵芥等による被害を懸

　念する声が強く出ている。

　　それらの対策、補償に関する考え方をご説明いただ

　きたい。

19　柏崎刈羽原発工事の例を見ると、受注者側において

　は、地元建設業者と共同企業体を組むことが義務づけ

　られ、地元業界の育成や技術向上に配慮が払われてい

　る。

　　この発電所建設に当たり、国鉄においても、工事発

　注の際、そのような点を考慮する用意があるのかどう

　かをうけたまわりたい。

20　ミ国策の名のもとに、電力開発の直接利益を受けな

　いわれわれが、このような迷惑を被るのは御免だ。ミ

　というのが、卒直にいって、町民の受け止め方である。

　　メリットの一つとされる固定資産税についても、国

　鉄が町に施設を所有する結果として、義務を課せられ

　たにすぎないという認識も介在している。

　　迷惑を被るのも因果関係の一つという見地から、損

　失を受けた場合の機能補償からさらに踏み込んで旧町

　村単位あるいは集落単位に、迷惑への代価としてとい

　う理由に基づくもの（施設等）を残すことはできない

　か。

21行政事務の面で、町議会特別委員会の設置、プロジ

　ェクトチームの編成、地区別対策協議会の組織化など

　により、この問題に起因する出費は少なくない。

　　また、資料収集、記録の整理、あるいは地域対策等、

　その事務量は、優に専任職員設置に値するものがある。

　　これに対し、事務費交付金のようなものを支出する

　考えはないか。

22　水文調査等について、結果は町に提示するというお

　約束をいただいているが、提示いただく文書の中に、

　個別の井戸台帳等、基礎資料の全てが含まれるものと

　解するが、どうか。

23地層の傾斜、水路トンネルの位置から、西部地区は、

　対策のまったく対象外としてきたが、今後とも、その

　姿でよいか。

　　水路トンネルを横に振る可能性の有無を含めてお伺

　いしたい。

24　養かつての（1～4期工事の際の）約束ごとが履行

　されていない。ミミかつての説明と異なる現象が起き

　ている。ミという住民発言が随所で聞かれたが、これ

　に基本的にどう対処されるお考えであるか。

25　これまでの説明会における発言内容について、後日

　のため、責任ある当事者により、確認行為を交換いた

　したい。この点、異存はないかどうか。

陥．3

　ることは当然と思われるが、過去の工事例に照らして、

　どのような判断、認識を持っているのかをおたずねす

　る。

11工事完了後も水文調査を継続して実施するという説

　明であるが、その範囲、年数などについて判然として

　いない面が残っているので、整理して示してほしい。

　　また、調査を打ち切る際の判断基準についても、明

　示していただきたい。

　　なお、打ち切り後においても、地元要望などに即応

　して、調査を再開する用意はあるのかどうかお伺いし

　たい。

12　水文調査に当たって、地元区長あるいは現地案内等

　の協力者に対し、協力費を支払うのかどうか。

13　川西町は、昭和58年度に策定した総合計画において、

　将来人口12，000人を目標とした町づくりを目指してい

　る。

　　今回の、発電所建設に起因する水問題の解決に当た

　っては、今後の町づくりに支障を及ぼさないよう、計

　画人口を基盤にして対処することを、お約束いただけ

　るか。

14補償の継続性という問題について、例えば、千手発

　電所の放水路橋の場合、農業の機械化によって、橋の

　規格がしばしば問題となる。

　　場所が放水路という特異性もあるので、橋の架け替

　えは、補償の継続措置として対象とならないものかと

　いう地元要望も多い。

　　架橋後、町へ施設移管という経緯の有無、一般論、

　特殊論を含めて、多角的なご見解をうけたまわりたい。

15　ミ渇水の生じた場合、ただちに補償できる体制がと

　れるようにする。ただちに支障しないようにやる。ヤ

　と、説明会の都度、言明されている。

　　それ相当の準備行為を、あらかじめ施さなければ、

　ただちに支障なく機能補償を行うことは不可能と考え

　るが、具体的な方法として、どのような案をお持ちな

　のかについてお伺いしたい。

　　（機能補償の実例を列挙いただければ幸いである。）

16千手発電所放水路からの取水（流雪溝用水としての

　利用について、9月19日の川西中学校説明会場におい

　てミ貴重な町の要望であり、協議は進めたいと思う。

　提案ということで検討を進めたい。≒旨の回答があっ

　た。

　　ぜひ、当町側の要望に添うよう、前向きに検討され

　たいが、その際、一部言及があった問題点について、

　どのように整理をされているか、現況をおたずねした

　い0
17　同じく、川西中学校説明会場において、　ミ十日町の

　1．827tの暫定水利権については、基本的には150t

　の内数もしくは167tの内数ということになるかと思

　う。それしか取れないわけである。トンネルの断面を

　見るとまだ、上が空いている。今後とも考えてゆく鮫

　という説明を伺っている。

　　これについて、　ミそれしか取れない。≒という説明

　もあるが、　ミ基本的には150tもしくは167tの内数妻
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取り

合．

霞
克
7
雪
を

道
路
除
雪
計
画
が
ま
と
ま
る

　
千
手
地
内
の
県
道
が
一
時
ス
ト
ツ
プ
し
た
り
、
人
命
ま
で
も
奪
っ
た
（
町
内

で
三
人
）
五
六
豪
雪
の
記
憶
が
生
々
し
く
心
に
こ
び
り
着
い
て
い
る
う
ち
に
、

今
度
は
五
九
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
五
六
豪
雪
で
の
教
訓
を
基
に
、
町
も
町
民
の
皆
さ
ん
も
豪
雪
に
対

応
し
た
た
め
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
も
ま
た
雪
の
中
で
の
生
活
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
が
手
を
取
り
合
っ
て
、
雪
に
め
げ
ず
に
明
る
く
暮
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
生
活
道
路
を
確
保
し
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

際
国
略
腺
ぱ
国
回
陶
團
圃
一

除
雪
作
業
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
除

夜間の除雪作業（59．1．30上野で）

雪
路
線
は
全
面
駐
車
禁
止
で
す
。
除
雪

作
業
の
際
、
違
法
駐
車
が
物
損
事
故
に

つ
な
が
っ
た
場
合
は
、
補
償
を
し
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国県道除雪計画路線

〔新潟県除雪計画〕

｝
屋
根
雪
の
始
末
は
速
や
か
に

　
新
潟
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
で
、

道
路
上
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
を
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
雪
お
ろ
し
な
ど
で
や
む

を
得
ず
道
路
上
に
雪
を
落
と
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
か
た
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

｝
通
学
道
路
の
確
保
に
協
力
を

歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
そ
こ
に
面

し
た
お
宅
の
方
か
ら
、
安
全
に
通
れ
る

よ
う
ご
協
力
願
い
た
い
も
の
で
す
。

｝
除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い
で

　
除
雪
作
業
中
の
機
械
に
は
絶
対
に
近

寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
死
傷
事
故
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

除雪区分 路　　線　　名
実　施 区　間

起　点
I
i
終
　
点
｝

第　1種
2車線以上の 臼　　252　号　　線 栄　　　橋 一上野十字路

幅員確保を原
則

㊧小千谷・十日町・津南線 十日町市界 〃

第　2種
2車線以上の 臼　　252　号　　線 上野十字路 高柳町界
幅員確保を原
則　状況によ 曾小千谷・十日町・津南線 〃 小千谷市界
っては1車線

日　　404　号　　線 大　　　倉 深　瀬　橋

〃 小　白　倉 大　白　倉

第　3種 ㊧十日町・川西線 室　　　島 高　　　倉

1車線確保 e小白倉・木落線 小　白　倉 野　　　口
状況によって
は一時交通不

〃 仁　　　田 木　　　落

能になる e山中・上野線中仙　田 田　　　戸

臼　　404　号　　線 深　瀬　橋 小　　　脇

「
．
四
．

　　　　　　　　　唾

年末調整で控除されます

国民年金の保険料

除控

あ

　
ヤ～

く
し

　
ノ

の
ニ

ノ
’

三

叙

o
〃
≡
’
’

≡
雲

一
ρ
・
1
二

所得

　
所
得
税
の
年
末
調
整
を
行
う
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
も
社
会
保
険

料
と
し
て
所
得
額
か
ら
控
除
で
き
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
今
年
一
年

間
に
納
め
た
全
額
が
控
除
で
き
ま
す
。

　
十
二
月
は
年
末
調
整
の
月
で
す
か

ら
、
該
当
す
る
方
は
こ
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
控
除
さ
れ
る
保
険
料
と
そ
の
額
】

①
定
額
保
険
料

　
五
十
九
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
は
、

一
か
月
に
つ
き
五
干
八
百
三
十
円
、

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
が
、
一
か
月

に
つ
き
六
千
二
百
二
十
円
で
す
。
　
（

一一
o●●●

定
額
保
険
料
を
一
年
間
納
め
た
場
合

は
七
万
三
千
四
百
七
十
円
）

②
付
加
保
険
料

　
五
十
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

一
か
月
に
つ
き
四
百
円
で
す
。
　
（
付

加
保
険
料
を
一
年
間
納
め
た
場
合
は

四
干
八
百
円
）

③
そ
の
他
の
保
険
料

　
五
十
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
の
間

に
未
納
保
険
料
、
前
納
保
険
料
な
ど

と
し
て
納
め
た
額
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
保
険
料
額
が
分
か
ら
な
い
人
は
、

役
場
住
民
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　　　　　　　、・　　　　　　　　　第1種除雪道路（鵬簾醒罎線）
　　　町道除雪計画路線

路　線　名
除　　雪　　区　　間

委託業者

第2種除雪道路（葺鞭鰭魏耗該場合に）

起　点 終　点

山野田木島線
山野田原栄町線
山野田大谷堤線

中島町栄町線

県　　　　　道

山野田下平線

四郎兼線終点

発電所通り

永井コンクリート

栄　　　　　町

幹　　　　　線

朝　　日　　町

北野工務店

路　線　名
除　　雪　　区　　間

委託業者
起　点 終　点

山野田木島線
栄町上新井沖立線

四　郎　兼　　線

水口沢沖立中屋敷線

田　中藤　沢　線
赤　谷　西　浦　線

赤谷　東　浦　線

室島東浦1号線
小　脇　高　倉　線

高　倉環状　線
沖　立　学　校　線

国道404　号線

千手小学校
栄　　　　　町

県　　　　　道

　　〃
国　　　　　道

　　〃
　　〃
部落内全線
　　〃
　　〃
沖　　　　　立

室　　　　　島

小　　嶋　　屋

千　手　神　社

山野田大谷堤線

県　　　　　道

室島水源池
公　　民　　館

青　山　商　店

千手小学校
小　　　　　脇

吉楽土建

山野田西浦線
山野田大谷堤線

中島町栄町線

県　　　　　道

北村直次宅
県　　　　　道

北村直次宅
四　郎　兼　線

柳　沢　商　店

北野工務店

山野田木島線
東　善　寺　　線

裏　町沖　立　線

裏　町学校　線
寺尾千手城跡線
木　島　坪　山　線

室　島　神社　線

山野田下平線
県　　　　　道

神　　社　　町

　　〃
県　　　　　道

　　〃
国　　　　　道

千手小学校
東　　善　　寺

沖　　　　　立

千手小学校
長　　福　　寺

幹　　　　　線

相　　国　　寺

吉楽土建

坪山部落内線
坪　山　霜　条　線

霜条鶴吉1号線
霜　条　北原　線

部落内全線
坪　　　　　山

霜　　　　　条

鶴霜集落センター

霜　　　　　条

清　　竜　　寺

総合体育館

高橋建材

　　　　　　十
高原田伊友小根岸線

三領部落内線

国　　　　　道

部落内全線

小　　根　　岸
福田石材

坪山ため池線
高原田元町線

高原田元町線

幹　　　　線

坪　　　　　山

国　　　　　道
高橋建材

上野東浦1号線
上野東浦2号線
　〃　　3号線
　〃　　1号線
元町新町新田線

下平新田環状線
下平新田中沢線
新町新田岩瀬線

国　　　　　道

県　　　　　道

　　〃
上　　　　　野

県　　　　　道

部落内全線
下平　新　田

県　　　　　道

下平新田堤
上　　　　　野

　　〃

　　〃
新　町新　田

下水処理場
川　西　ダ　ム

魚沼重機

元町中子環状線
上野下平新田元町線

国　　　　　道

幹　　　　　線

なかまの家
元　　　　　町

星名建設

上野下平新田元町線

下平新田環状線

新町新田環状線

県　　　　　道

部落内全線
　　〃

幹　　　　　線

魚沼重機

木　落環　状　線

仁田大原1号線
仁田五升苗線

部落内全線
県　　　　　道

　　〃

大　和　伸　管

ハ　リ　マ　ヤ

羽鳥建設仁　田　塩　辛　線

塩辛寺ケ崎線
木　落原　田　線

越ケ沢部落内線

県　　　　　道

　　〃

　　〃
国　　　　　道

塩　　　　　辛

　　〃
下　　　　　原

越　　ケ　　沢

羽鳥建設

木　落　原　田　線

仁田四十歩1号線

野　口　大　原　線

野口下原1号線
原　田　根　深　線

原田部落内線

下　　　　　原

県　　　　　道

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

県　　　　　道

橘　小学校
諏　訪　神　社

下　　原　　堤

根　　　　　深

原　　　　　田

村越工業
野　口　西　浦　線

野　口　環状　線

仁　田　野　口　線

野口下原2号線
原　田　下原　線

原　　田　　北　線

野　　　　　口

　　〃
県　　　　　道

　　〃

　　〃
原　　　　　田

野　　　　　口

　　〃
橘ライスセンター

下　　　　　原

根　　　　　深

原　　　　　田

村越工業

田戸越ケ沢トンネル線

中仙田新屋敷線

田　　　　　戸

国　　　　　道

越ケ沢トンネル

県　　　　　道
押木建設

中仙田東浦1号線

　　〃　　2号線

田戸部落内線
田　戸　藤沢　線

県　　　　　道

　　〃
部落内全線
県　　　　道

中　　仙　　田

国　　　　　道

　　　　一田　　　　　斤

押木建設
田　中藤沢　線

中屋敷長福寺線
木　島　伊　友　線

高原田伊友小根岸線

北原　伊　友　線

伊　友　西　浦　線

高原田元町線
東山新町新田線
小　脇環　状　線

小　脇　高　倉　線

寺尾千手城跡線

県　　　　　道

　　〃
伊友部落入口

県　　　　　道

　　〃
木島伊友線
県　　　　　道

十　日　町境

部落内全線

　　〃
県　　　　　道

水　　源　　池

幹　　　　線
高原田伊友小根
岸線まで
観　　音　　様

川　西　高　校
高原田伊友小根
岸線まで
幹　　　　線

新　町新　田

幹　　　　　線

川　西　町

伊　友　西　浦　線

高原田西浦2号線

小　脇　滝　沢　線

古屋敷北原線

高原田伊友小根
岸線
県　　　　　道

国　　　　　道
高原田伊友小根
岸線

月　　見　　荘

南原保育園
小　　　　　脇

伊　　　　　友

川　西　町

元町部落内線
元町新町新田線

部落内全線
国　　　　　道 元　　　　　町

星名建設

第2種除雪道踏（葺鞭鰭魏耗該場合に）
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さんサア橋高
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母子保健
奨励賞を受賞

　　　　　護1

難

広報かわにし／昭和58年12月10日

　
高
橋
ア
サ
さ
ん
（
室
島
）
が
、
母
子

保
健
奨
励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
母
子
保
健
に
貢
献
さ
れ

た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
母
子
保
健

功
労
顕
彰
会
が
主
催
し
、
厚
生
省
、
毎

日
新
聞
社
な
ど
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

高
橋
さ
ん
は
、
町
の
保
健
婦
と
し
て

三
十
年
近
く
出
産
の
介
護
役
な
ど
に
励

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
功
労
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

　
表
彰
式
は
、
先
月
二
十
日
に
東
京
の

全
国
都
市
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

蟄

表
彰
の
喜
び
を
胸
に

こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
り
ま
す

保
健
婦

　
高
　
橋
　
ア
　
サ

　
こ
の
た
び
、
未
熟
な
私
が
身
に
余
る
表
彰
を
し
て

い
た
だ
き
、
感
激
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
も
町
民

の
方
々
の
温
か
い
ご
協
力
の
お
か
げ
と
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
表
彰
式
は
、
十
一
月
二
十
日
の
午
前
に
、
東
京
・

千
代
田
区
平
河
町
の
全
国
都
市
会
館
で
行
わ
れ
、
全

国
か
ら
選
ば
れ
た
十
四
人
の
方
々
と
と
も
に
、
母
子

保
健
奨
励
賞
と
共
催
三
団
体
表
彰
、
そ
れ
に
日
本
放

送
協
会
賞
と
、
重
ね
重
ね
の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
生
大
臣
を
は
じ
め
、
全
国
衛
生
部
長
会
長
、
毎

日
新
聞
社
社
長
、
日
本
放
送
協
会
長
の
お
祝
い
と
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
母
子
保

健
の
重
要
性
を
心
に
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
関
係
役
員
の
案
内
に
よ
っ
て
東
宮

御
所
に
参
内
、
御
接
見
の
間
で
皇
太
子
、
同
妃
両
殿

下
か
ら
、
受
賞
者
一
人
一
人
が
優
し
く
温
か
い
お
言

葉
を
賜
り
ま
し
た
。

　
私
に
は
、
胸
の
名
札
を
見
な
が
ら
「
新
潟
県
ね
、

雪
が
多
い
と
こ
ろ
で
た
い
へ
ん
で
す
ね
、
ほ
ん
と
う

に
ご
苦
労
さ
ま
ね
、
体
に
気
を
つ
け
て
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
、
今
日
は
ほ
ん
と
う
に
お

め
で
と
う
ね
」
と
お
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
細
や

か
な
両
殿
下
の
心
配
り
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
た

こ
の
感
激
は
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
の
勤
務
の
始
め
は
、
町
村
合
併
前
の
仙
田
村
役

場
で
し
た
。
当
時
村
に
は
保
健
婦
は
い
な
か
っ
た
の

で
、
保
健
婦
と
は
名
ば
か
り
の
若
い
私
に
は
、
何
を

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
日
々
が
続
き
ま

し
た
。
当
然
母
子
保
健
の
現
状
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
家
庭
軸
蘇
浄
パ
ー
セ
ツ
ト
、
出
産
ま
で
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
カ
ん

診
を
受
け
な
い
人
も
あ
り
、
子
滴
と
い
う
恐
ろ
し
い

病
気
で
亡
く
な
る
気
の
毒
な
方
を
目
の
前
に
し
た
り
、

せ
っ
か
く
こ
の
世
に
誕
生
し
た
尊
い
赤
ち
ゃ
ん
の
生

命
が
消
え
て
し
ま
う
せ
つ
な
い
現
場
を
見
て
心
を
痛

め
た
も
の
で
し
た
。

　
当
時
七
人
の
助
産
婦
さ
ん
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
た
い
へ
ん
な
骨
折

り
を
重
ね
て
お
い
で
で
し
た
。
及
ば
ず
な
が
ら
私
も

勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
行
動
を
共
に
い
た
し
ま
し

た
。

　
昭
和
三
十
一
年
、
町
村
合
併
に
よ
り
四
人
の
保
健

婦
が
い
っ
し
ょ
に
な
り
、
先
輩
の
指
導
を
得
な
が
ら

働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
一
年
に
、
先
輩
の
保
健
婦
と
助
産
婦
さ

ん
、
育
児
組
織
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
働
き
か
け
と
町

当
局
の
理
解
で
、
母
子
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。

当
時
年
間
出
生
数
百
五
十
人
く
ら
い
、
安
心
し
て

お
産
の
で
き
る
母
子
セ
ン
タ
ー
と
し
て
喜
ば
れ
、
九

〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
々
の
利
用
に
よ
り
、
忙
し
い
活

気
の
あ
る
毎
日
で
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
無
雪
道
路
で

は
な
く
、
雪
上
車
が
活
躍
し
て
お
り
、
陣
痛
の
始
ま

っ
た
妊
婦
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
、

運
転
手
さ
ん
に
心
配
を
か
け
た
思
い
出
も
数
回
あ
り

ま
す
。

　
時
代
も
変
わ
り
、
町
の
情
勢
も
変
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
過
疎
が
進
み
、
若
者
の
都
会
流
出
、
小
産

傾
向
、
老
齢
人
口
の
増
加
な
ど
、
新
し
い
問
題
も
出

て
き
ま
し
た
。
年
間
出
生
数
は
百
人
を
下
回
り
、
母

子
セ
ン
タ
ー
の
利
用
も
三
十
人
ほ
ど
と
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
幸
い
に
し
て
川
西
町
は
、
乳
児
死
亡
ゼ
ロ
が
七
年

間
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
方
の
育
児
に
対

し
て
の
関
心
が
深
ま
っ
た
お
か
げ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
こ
の
状
態
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
に

念
じ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
育
っ
て
ゆ
く
子
供

た
ち
が
、
健
や
か
に
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
と
考
え
る

と
き
、
私
た
ち
保
健
婦
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
の
責
任

の
重
さ
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

撃
保
健
嚢
も
婦
人
の
職
場
進
出
と
い
う
中
で

や
り
に
く
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
検
診
事
業
や
相
談

事
業
も
も
う
少
し
広
い
場
所
で
ゆ
っ
く
り
で
き
れ
ば

と
考
え
ま
す
。

　
母
乳
栄
養
の
推
進
、
虫
歯
半
減
運
動
、
成
人
病
予

防
に
は
乳
幼
児
期
か
ら
バ
ラ
ン
ス
食
、
薄
味
食
に
心

が
け
る
よ
う
に
な
ど
、
母
子
推
進
委
員
や
食
生
活
改

善
推
進
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
若
い
お
母

さ
ん
方
と
話
し
合
い
の
場
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
手
を
取
り
合
っ
て
、
明
る
い
家
庭
づ
く

り
を
目
ざ
し
、
次
代
の
子
供
た
ち
が
育
ち
ゆ
く
た
い

せ
つ
な
環
境
が
少
し
で
も
よ
く
な
る
よ
う
、
今
回
の

表
彰
の
喜
び
を
胸
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
生

懸
命
に
が
ん
ば
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

誓
蟄
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保
護
司
の
太
田
長
栄
さ
ん

全
国
保
護
司

　
　
　
連
盟
会
長
表
彰
を
受
賞

太田長栄さん

　
十
月
十
八
日
、
東
京
の
日
比
谷
公
会

堂
で
開
か
れ
た
「
全
国
更
生
保
護
大
会
」

で
、
太
田
長
栄
さ
ん
（
中
央
町
）
が
、

保
護
司
と
し
て
の
長
年
の
功
績
を
認
め

ら
れ
、
全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
保

護
司
に
就
任
し
て
以
来
二
十
八
年
間
、

明
る
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
明
る
い
地
域
の
環
境
づ
く
り
に
心

が
け
、
健
全
な
青
少
年
育
成
と
犯
罪
の

な
い
り
っ
ぱ
な
町
に
な
る
よ
う
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
太
田
さ
ん
。

ケ
〕ζ大和伸管所

労功血献

オ犬謝感事知

　
大
和
伸
管
所
新
潟
橘
工
場
に
、
新
潟

県
知
事
か
ら
昭
和
五
十
九
年
度
献
血
功

労
事
業
所
と
し
て
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
三
年
以
上
継
続
し

入園申請は20日までに

　60年度の幼稚園児・保育園児

　川西幼稚園と各保育園の昭和60年度入園申

請をぐき次により受け付けます。

◎・申請書提出期限　12月20日

◇募集人員・申請書の提出先　別表のとおり

○保育園入所の要件　児童福祉法によって・

　保育所は保護者の労働、または疾病等の事

　由で、家庭において保育に欠ける児童を保

　育する所、と決められています。

○保育園の申請書には、次の書類を添付して

　ください。、

　＊父母または祖父母で、勤め人のいる家庭

　　は、事業主発行の勤務証明書
　＊父母または祖父母が内職をしている家庭

　　は、事業主発行の内職証明書

　＊病人のいる家庭は、医師の診断書

　＊保育所入所調査表

〉注意事項

　●心身の障害などで、団体生活ができない

　　人は入れません。

　●入園希望児が2人以上いるときは、各児

　　童ごとに申請してください。

　●家庭状況をお聞きしますので、申請書は

　　家族の方がお持ちくださるように。

　●保育園に在園中で引き続き入園を希望す

　　る人も申請してください。

園児受け付け案内男lj表

て
積
極
的
に
献
血
事
業
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
が
選
ば
れ
ま
す
。

　
贈
呈
式
は
、
十
一
月
五
日
に
新
潟
市

の
新
潟
県
赤
十
字
会
館
で
行
わ
れ
、
会

1茎

す
が
、
そ
の
献
血
意
識
の
浸
透
は
、
家

族
を
通
じ
て
地
域
に
広
が
り
、
献
血
協

力
の
輪
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
和
伸
管
所
に
は
五
十
九
人
の
方
が

　
　
　
　
　
　
お
勤
め
で
、
五
十
八

社
の
代
表
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
所
献
血
（
「
ゆ
う
あ
い
号
」
を

会
社
に
招
い
て
）
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
川
西
町
で
は
大
和
伸
管
所
だ
け
で

感謝状を手に工場長の山口さん

年
度
の
献
血
実
績
は
、

目
標
の
三
十
人
に
対

し
て
三
十
二
人
と
な

り
、
達
成
率
は
一
〇

六
・
六
パ
」
セ
ン
ト

で
し
た
。
今
年
は
四

月
四
日
に
三
十
四
人

の
方
々
が
献
血
さ
れ

ま
し
た
。

　
工
場
長
の
山
口
義

正
さ
ん
は
、
　
「
今
年

で
四
年
目
で
す
。
血
液
不
足
が
い
ろ
い

ろ
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
会
社
ぐ
る
み
で
献
血
に
協
力
し
て

い
く
考
え
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

仙
田

橘 上
野

南
原

千
手

幼川 施

zノ Zノ zノ Zノ

保
育
園

稚
園
西

設
名

5
65人 歳

児
募

70 78 78 44 85 ／
4
歳
児 集

／
3
歳
児 人

10 12 12 6 15 ／
謡3

児歳 員

80 90 90 50 100 65人 計

仙 橘 上 千 可し全 入

田 野 手 能年町
者間・

所

地 地 地 地 通た
区
域

区 区 区 区 園だ

各口住 課よ幼 配申

保お民 窓び稚 布請
育よ課 口住園 場書

園び窓 民お 所の

各口住 課よ幼 提申

保お民 窓び稚 出請

育よ課 口住園 場書

園び窓 民お 所の
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養
蚕
農
家
と
糸
姫
た
ち

　
第
一
次
大
戦
後
の
生
糸
景
気
と
繭
景

気
は
た
い
へ
ん
な
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど

の
農
家
が
養
蚕
熱
に
浮
か
さ
れ
た
。
し

か
し
、
こ
の
景
気
の
底
は
意
外
に
浅
く
、

『
窮
乏
の
農
村
・
猪
俣
津
南
雄
』
に
よ

る
と
、
大
正
十
四
年
に
は
一
貫
目
ま
だ

十
円
も
し
た
繭
が
、
昭
和
二
年
に
は
四

円
に
下
落
し
、
五
年
に
は
二
円
以
下
に

な
っ
た
。
そ
の
う
え
、
六
年
春
に
起
こ

っ
た
生
糸
相
場
の
激
落
は
、
恐
慌
に
追

い
打
ち
を
か
け
て
養
蚕
農
家
を
お
先
真

っ
暗
に
し
、
痛
手
を
も
ろ
に
受
け
た
製

糸
業
者
の
惨
状
は
想
像
を
絶
す
る
も
の

と
な
っ
た
。
特
に
、
製
糸
王
国
と
い
わ

れ
て
い
た
長
野
県
で
は
、
岡
谷
で
天
下

の
山
十
を
誇
っ
た
山
十
製
糸
会
社
を
中

　
　
　
　
　
　
が
ま
　
　
　
び

心
に
、
約
一
万
釜
の
春
挽
き
が
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

生
糸
相
場
が
大
幅
に
暴
落
し
た
。

　
中
魚
沼
地
方
の
春
繭
も
法
外
の
安
値

と
な
っ
て
二
十
五
掛
を
割
り
、
そ
の
後（下平新田）養蚕風景

の
相
場
も
三
円
五
十
銭
か
ら
二
円
五
十

銭
の
あ
た
り
を
う
ろ
つ
い
て
、
七
年
の

秋
と
八
年
の
春
が
い
く
ら
か
良
か
っ
た

だ
け
で
あ
っ
た
。
十
日
町
蚕
業
取
締
所

は
養
蚕
農
家
の
不
況
対
策
に
ほ
ん
走
し

た
が
、
良
い
繭
を
安
く
売
る
以
外
に
は

方
法
が
な
く
、
こ
の
た
め
養
蚕
農
家
は

す
べ
て
自
給
自
足
主
義
で
い
き
、
現
金

の
行
使
を
極
度
に
押
さ
え
、
カ
イ
コ
の

セ
ン
セ
（
養
蚕
教
師
）
を
中
心
に
技
術

の
改
善
・
向
上
を
図
り
な
が
ら
景
気
の

落
ち
着
く
の
を
待
つ
よ
う
に
指
導
し
た
。

　
好
景
気
の
大
正
七
、
八
年
か
ら
十
四

　
　
　
　
　
　
ぼ
こ
さ
ま

年
こ
ろ
ま
で
の
お
蚕
様
の
お
か
げ
で
、

多
少
と
も
ゆ
と
り
の
で
き
た
農
家
は
か

な
り
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
農

家
は
嫁
の
や
り
と
り
や
次
男
・
三
男
の

分
家
騒
ぎ
に
金
を
使
っ
て
し
ま
い
、
ま

た
、
建
築
費
の
高
い
時
分
に
家
屋
を
新

築
し
た
り
、
八
百
円
の
・
千
円
の
と
い

う
高
値
で
土
地
を
買
い
こ
ん
だ
り
し
た
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
全
国
的
な
養
蚕
熱

に
あ
お
ら
れ
て
繭
の
値
が
下
落
す
る
時

期
に
な
っ
て
も
続
け
ら
れ
た
。

　
こ
と
し
こ
そ
は
値
が
出
る
だ
ろ
う
と
、

高
い
肥
料
を
買
い
こ
ん
で
桑
を
作
り
、

桑
の
あ
る
だ
け
蚕
を
掃
き
立
て
、
薪
炭

か
ら
マ
ブ
シ
に
い
た
る
ま
で
の
仕
込
み

を
し
、
人
手
も
雇
っ
て
不
眠
不
休
の
数

十
日
を
過
ご
す
が
、
結
果
は
ま
た
繭
値

の
ガ
タ
落
ち
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事

態
が
春
・
夏
・
秋
と
三
度
ず
つ
一
、
二

年
も
続
く
と
、
た
い
て
い
の
農
家
は
借

金
を
し
な
け
れ
ば
次
の
仕
込
み
が
で
き

な
く
な
り
、
借
金
に
は
高
い
利
息
が
つ

き
、
そ
の
額
は
雪
玉
を
転
が
す
よ
う
に

大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
い
っ
た
。

　
暗
く
て
貧
し
い
村
々
に
も
、
明
る
い

話
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
昭

和
四
年
の
旧
正
月
（
二
月
上
旬
）
が
終

わ
る
と
、
十
日
町
や
下
条
の
停
車
場
に

の
襯
瓢

は
、
正
月
休
み
を
実
家
で
く
つ
ろ
い
で

紡
績
工
場
へ
帰
っ
て
行
く
糸
姫
た
ち
の

姿
が
目
だ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
年
末
年

始
を
正
月
泊
ま
り
に
や
っ
て
来
、
親
に

金
を
渡
し
て
帰
る
の
で
、
娘
か
ら
金
を

も
ら
っ
た
ト
ッ
ッ
ァ
の
財
布
に
は
十
円

札
が
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
。

　
某
家
の
ッ
ァ
マ
は
、
真
新
し
い
百
円

札
を
郵
便
局
に
持
参
し
て
七
十
円
の
貯

金
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
郵
便
局

に
は
三
十
円
の
つ
り
が
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
局
員
が
「
ど
こ
か
で
く
ず
し
て

来
て
く
れ
」
と
言
っ
た
ら
、
そ
の
ッ
ァ

マ
は
財
布
の
中
か
ら
別
の
十
円
札
を
七

枚
出
し
て
貯
金
し
て
帰
っ
た
。
（
十
日
町

新
聞
）
と
い
う
。
家
計
の
苦
し
い
農
家

に
と
っ
て
、
正
月
泊
ま
り
に
来
て
く
れ

る
娘
た
ち
は
ま
さ
に
神
様
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
糸
姫
た
ち
も
、
や
が
て
は
養
蚕

農
家
を
苦
し
め
る
世
相
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
農
家
か
ら

紡
績
工
場
に
送
ら
れ
て
い
た
娘
た
ち
が
、

生
糸
相
場
の
激
落
で
大
量
に
失
業
し
た

か
ら
で
あ
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
解
雇
を

免
れ
た
者
も
、
賃
金
の
切
り
下
げ
に
あ

っ
て
収
入
が
ガ
タ
落
ち
し
た
。
昭
和
三
、

四
年
こ
ろ
に
は
一
か
月
二
十
円
余
り
の

金
を
取
っ
た
糸
姫
た
ち
が
、
や
っ
と
こ

さ
五
円
も
取
れ
る
か
取
れ
な
い
で
、
そ

の
う
え
賃
金
の
不
払
い
ま
で
が
頻
発
し

た
の
で
あ
る
。
「
た
だ
で
も
よ
い
、
食

わ
し
て
も
ら
う
だ
け
で
も
よ
い
か
ら
使

っ
て
く
れ
」
と
い
う
志
願
者
が
増
え
た
。

　
糸
姫
た
ち
が
失
業
し
て
帰
郷
し
、
外

出
時
に
派
手
な
一
張
羅
を
着
て
歩
く
と
、

そ
れ
が
地
主
衆
の
目
に
止
ま
っ
た
。
　
「

ネ
ラ
あ
た
り
の
娘
が
、
あ
ん
な
良
い
着

物
を
着
て
、
そ
れ
で
年
貢
米
を
負
け
て

く
れ
と
は
と
ん
で
も
な
い
」
と
す
か
さ

ず
言
い
た
て
る
と
、
娘
は
、
　
「
こ
ん
な

着
物
ぐ
ら
い
着
な
け
れ
ば
嫁
に
も
ら
い

手
も
な
い
」
と
や
り
か
え
し
た
。

　
佐
藤
キ
サ
（
明
治
三
十
八
年
生
）
は
、

仙
田
村
藤
沢
（
四
十
九
戸
）
の
自
作
農

家
に
六
人
兄
弟
の
長
女
と
し
て
育
っ
た
。

室
島
の
学
校
を
終
え
る
と
家
で
弟
妹
の

面
倒
を
見
さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
連
れ

共
が
み
ん
な
行
く
の
で
紡
績
工
場
に
あ

こ
が
れ
、
親
の
強
い
反
対
を
押
し
切
っ

て
、
大
正
十
四
年
か
ら
結
婚
す
る
ま
で

の
十
年
近
く
を
東
洋
紡
績
㈱
宮
川
工
場

　
（
三
重
県
）
で
働
い
た
。
勤
務
成
績
優

良
で
、
多
年
に
わ
た
り
部
屋
長
ま
で
勤

め
て
君
臨
し
た
経
験
を
持
つ
キ
サ
が
、

昭
和
七
年
当
時
の
紡
績
工
場
の
模
様
を

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
宮
川
工
場
は
従
業
員
が
五
百
人
で
、

午
前
と
午
後
の
七
時
を
境
に
二
百
五
十

人
ず
つ
昼
夜
二
交
代
で
働
い
た
。
小
学

校
を
終
え
て
入
っ
て
来
た
ば
か
り
の
娘

は
一
日
の
賃
金
が
二
十
四
銭
、
こ
の
う

ち
か
ら
食
費
を
引
か
れ
る
と
九
銭
が
残

り
、
一
か
月
休
ま
ず
働
い
て
二
円
七
十

銭
に
な
っ
た
。
こ
の
金
は
事
務
所
で
預

か
っ
て
貯
金
に
し
て
お
き
、
親
か
ら
手

紙
が
く
る
と
ま
と
め
て
送
金
し
た
。
食

事
代
は
一
食
に
つ
い
て
五
銭
で
、
真
っ

白
い
御
飯
に
魚
や
味
噌
汁
が
つ
い
て
食

べ
放
題
、
家
に
い
て
は
口
に
入
ら
な
い

よ
う
な
上
等
の
食
べ
物
ば
か
り
で
あ
っ

た
。

　
売
店
へ
行
く
と
、
黒
砂
糖
で
固
め
た

ア
メ
玉
を
一
個
一
銭
（
現
在
は
十
円
で
、

一
千
倍
）
で
買
え
た
。
仕
事
は
け
っ
こ

う
楽
し
く
て
、
　
『
野
麦
峠
』
に
出
て
く

る
よ
う
な
悲
劇
は
一
度
も
な
か
っ
た
が
、

胸
を
痛
め
て
生
家
に
帰
さ
れ
る
長
期
休

業
者
が
年
に
五
、
六
人
は
出
て
悲
し
か

っ
た
。
今
で
い
え
ば
定
時
制
高
校
の
よ

う
な
制
度
が
あ
っ
て
、
勉
強
し
た
い
者

は
夜
学
に
通
わ
せ
て
も
ら
え
た
。
　
（
読

書
家
で
勉
強
好
き
の
キ
サ
は
、
宮
川
工

場
で
働
き
な
が
ら
学
び
、
旧
制
女
学
校

卒
業
に
相
当
す
る
学
力
を
身
に
つ
け
て

い
る
）
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戸
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の
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①
父
母
両
系
主
義
の
採
用

　
こ
れ
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
生
ま
れ

た
時
に
父
が
日
本
人
で
な
け
れ
ば
、
そ

の
子
は
日
本
人
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
か
ら
は
、

生
ま
れ
た
時
に
父
母
の
一
方
が
日
本
人

で
あ
れ
ば
、
そ
の
子
は
日
本
人
に
な
り

ま
す
。

②
二
重
国
籍
の
防
止
・
解
消

　
父
母
両
系
主
義
を
採
用
す
る
と
、
二

重
国
籍
に
な
る
子
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
韓
国
人
夫
．
日
本
人
妻
の

夫
婦
か
ら
生
ま
れ
た
子
は
、
こ
れ
ま
で

は
父
親
の
韓
国
の
国
籍
だ
け
を
取
得
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
に
加

え
て
母
親
の
日
本
国
籍
を
も
取
得
し
て
、

二
重
国
籍
者
に
な
り
ま
す
。

　
改
正
法
は
、
こ
の
よ
う
な
二
重
国
籍

の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
新
た
に
次

の
よ
う
な
重
国
籍
防
止
の
た
め
の
制
度

を
設
け
ま
し
た
。

　
q
D
国
籍
の
留
保
制
度
の
適
用
範
囲
の

　
　
拡
大

　
　
国
籍
の
留
保
制
度
と
い
う
の
は
、

　
例
え
ば
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
や
ブ
ラ

　
ジ
ル
な
ど
の
よ
う
に
、
自
国
内
で
生

　
ま
れ
た
人
に
国
籍
を
与
え
る
こ
と
と

　
し
て
い
る
国
（
こ
れ
を
生
地
主
義
国

　
と
い
い
ま
す
）
で
生
ま
れ
た
こ
と
に

　
よ
り
二
重
国
籍
に
な
っ
た
子
は
、
日

　
本
の
国
籍
を
留
保
す
る
届
出
を
し
な

　
け
れ
ば
日
本
の
国
籍
を
失
う
と
い
う

　
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
制

　
度
は
生
地
主
義
国
だ
け
に
適
用
が
あ

　
っ
た
の
で
す
が
、
改
正
法
は
そ
の
適

　
用
を
広
げ
て
、
広
く
海
外
に
お
い
て

　
出
生
に
よ
り
二
重
国
籍
と
な
っ
た
場

　
合
に
す
べ
て
国
籍
留
保
の
届
出
を
必

　
要
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
（
先

　
の
例
の
韓
国
人
夫
・
日
本
人
妻
間
の

　
子
が
国
外
で
生
ま
れ
た
場
合
に
も
、

　
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
）
。

　
㈹
国
籍
選
択
制
度
の
新
設

　
　
こ
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
二
重
国
籍

　
者
は
、
原
則
と
し
て
二
十
二
歳
に
な

る
ま
で
に
日
本
の
国
籍
か
外
国
の
国

籍
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
国
籍
を
選
択

す
る
に
は
、
外
国
の
国
籍
を
離
脱
す

る
か
、
ま
た
は
「
日
本
の
国
籍
を
選

択
し
、
か
つ
、
外
国
の
国
籍
を
放
棄

す
る
」
旨
の
選
択
の
宣
言
を
市
区
町

村
長
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
し

ま
す
。
外
国
の
国
籍
を
選
択
す
る
に

は
、
日
本
の
国
籍
の
離
脱
を
届
け
出

る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
し
ま
す
。

　
ま
た
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
国
籍

選
択
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
選
択
を
し

な
い
で
い
る
と
、
法
務
大
臣
か
ら
催

告
さ
れ
、
一
か
月
以
内
に
選
択
を
し

な
い
と
自
動
的
に
日
本
の
国
籍
を
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
帰
化
条
件
の
改
正

　
こ
れ
ま
で
は
、
日
本
人
と
結
婚
し
た

外
国
人
の
帰
化
条
件
（
帰
化
す
る
た
め

の
最
低
限
の
条
件
）
は
、
そ
の
外
国
人

が
夫
で
あ
る
か
妻
で
あ
る
か
で
居
住
の

条
件
な
ど
に
差
異
が
あ
り
ま
し
た
。
改

正
法
で
は
、
こ
れ
を
同
一
に
し
て
、
三

年
以
上
国
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
（

結
婚
が
三
年
以
上
続
い
て
い
る
場
合
に

は
、
一
年
以
上
国
内
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
）
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
こ
れ
ま
で
は
、
帰
化
申
請
者
本

人
に
独
立
の
生
活
能
力
の
あ
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
法

で
は
、
原
則
と
し
て
世
帯
単
位
で
生
活

能
力
が
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
帰
化
の
時
に
外
国
の
国
籍

を
失
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
重
国
籍

防
止
条
件
に
つ
い
て
も
、
特
別
の
事
情

が
あ
る
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て
帰
化

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
届
出
に
よ
る
国
籍
の
取
得

　
父
母
両
系
主
義
は
、
昭
和
六
十
年
一

月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
に
適
用
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
日
よ
り
前
に
生
ま
れ

た
子
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど

も
、
国
際
結
婚
を
し
た
日
本
人
女
性
の

子
で
、
改
正
法
施
行
の
日
に
二
十
歳
未

満
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

条
件
の
下
で
、
施
行
後
三
年
間
に
限
り

法
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て

日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

⑤
国
際
結
婚
を
し
た
人
の

　
　
　
　
　
氏
の
変
更

外国人と

結
婚
し
て
も
、
結
婚
し
た

日
本
人
の
氏
が
変
わ
ら
な
い
の
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
で
す
が
、
改
正
法
は
、

そ
の
人
が
希
望
す
る
と
き
は
、
結
婚
の

日
か
ら
六
か
月
以
内
に
市
区
町
村
長
に

届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
人
配

偶
者
と
同
じ
氏
を
名
の
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
法
務
局

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

製造事業所の皆さんへ

工業統計調査・石油消費

構造統計調査にご協力を

　
通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
五
十
九
年

の
「
工
業
統
計
調
査
」
と
「
石
油
消
費

構
造
統
計
調
査
」
を
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
行
い
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
は
、

年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、
つ
　
d

　
，

實傷
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響宴轟、

　初雪を11月27日に見たものの（

4cm）、その後は比較的穏やかな
天候が続いています。

　雪を待っている方もいますので、

一概にはrいいことだ」とは言え
ないようですが・…・・。

　さて、今年も余すところあとわ

ずか、年末はあわただしさが増し

ますが、火事を出したり、交通事

故に遭ったりしないよう、気を引

き締め直すときでもあります。

錬成会の様子

剣道錬成会を開く

巣鴨剣友会と

　池袋剣道クラブを迎え

　
，
9
　
1
　
書
1
，
　
8
8
量
ー
　
ー
　
6
8
5
’
ご
4
，
　
f
　
璽
l
o
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9
8
塵
馨
8
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璽
璽
　
曝
ε
蟹
豊

’
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が
ん
ば
れ
十
高
駅
伝
チ
ー
ム

　
　
　
　
全
国
大
会
で
活
躍
を

川
西
中
出
身
の
四
人
が
出
場

県予選のときの写真

　
第
二
十
一
回
北
信
越
高
校
駅
伝
競
走

大
会
が
先
月
十
八
日
、
石
川
県
小
松
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
県
の
予
選
で
三
位
以
上
の
十
五
チ

ー
ム
が
出
場
、
県
予
選
で
二
位
だ
っ
た

十
日
町
高
校
が
2
時
間
1
5
分
2
5
秒
の
大

会
新
記
録
で
優
勝
し
、
今
月
二
十
三
日

に
京
都
市
で
開
催
さ
れ
る
第
三
十
五
回

全
国
高
校
駅
伝
大
会
出
場
の
キ
ッ
プ
を

手
に
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
高
校
の
駅
伝
チ
ー
ム
に
は
、

川
西
中
学
校
出
身
の
小
林
俊
久
君
（
3

年
．
中
島
町
）
、
市
川
敦
君
（
3
年
・

中
屋
敷
）
、
櫃
間
光
徳
君
（
2
年
・
伊

友
）
、
数
藤
和
明
君
（
1
年
・
沖
立
）
、

の
四
選
手
が
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
、
全
国
大
会
で
都
大
路

を
走
る
た
め
、
練
習
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

》
上
野
小
学
校
の
「
創
立
百
十
周
年
記
念
式
」
は
、

先
月
十
一
日
に
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

創
立
は
明
治
七
年
で
す
。
　
「
子
ど
も
み
こ
し
」
の

参
加
で
、
式
典
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

上野小学校
　r創立110周年記念式」と

　　rナメコの菌打ち作業」

　総合体育館で先月23日、剣道錬
成会が開かれました。

　これは、川西剣友会が、東京の

巣鴨剣友会と池袋剣道クラブのご

一行を迎えて行ったものです。

　錬成会には、川西中学校剣道部、

川西高校剣道部、川西剣友会など

の面々40人ほどが参加し、教師七

段や錬士六段など、ご一行六人の

高段の先生から手ほどきを受けま
した。
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8
　
　
亀
　
　
重

　
　
く
今
年
五
月
に
結
成
さ
れ
た
「
上
野
緑
の
少
年

　
　
団
（
五
、
六
年
生
）
」
の
今
年
最
後
の
活
動
は
、

　
　
「
ナ
メ
コ
の
菌
打
ち
作
業
」
で
し
た
。
先
月
二

　
　
十
七
日
に
学
校
の
体
育
館
で
、
三
、
四
年
生
も

　
　
加
わ
り
ブ
ナ
の
木
に
菌
を
打
ち
ま
し
た
。
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七
億
九
千
万
円
の

　
　
　
　
建
設
事
業
完
成
を
祝
う

ー
合
同
竣
工
式
ー
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感謝状の贈呈
　
五
十
九
年
度
の
建
設
事
業
の
完
成
を

　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

ま
と
め
て
祝
・
2
甘
同
竣
工
式
を
、
先
月

二
十
一
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

し
た
。

　
式
典
に
は
、
国
会
議
員
を
は
じ
め
と

す
る
来
賓
の
方
々
、
町
関
係
者
、
施
工

業
者
な
ど
、
百
八
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
対
象
事
業
の
総
額
は
、
七
億
九
千
六

百
万
円
（
百
三
十
一
件
）
と
な
り
ま
し

た
。

　
橘
小
学
校
木
造
校
舎
の
改
築
工
事
に

は
、
三
億
三
千
万
円
の
建
設
費
を
要
し

て
い
ま
す
。

冬の交通事故防止運動

　12月11日～1月10日

～運転は気くばり

　　目くばり思いやり～

1〉運動の重点

①飲酒運転の追放

　　〈車を運転する人には、飲酒

　　運転をしないよう「愛の一声」

　　をかける……などを〉

②スリップ事故の防止

　　〈「ゆとり」と「ゆずりあい」

　　運転をする……などを＞

　③踏切事故の防止

　　〈踏切を通過するときは「一
　　時停止」　「安全確認」を確実

　　に行う……などを〉

　④歩行者・自転車利用者の事故

　　防止

　　〈歩道・通園通学路の除雪体

　　制を強化する……などを＞

　　　　　11㌦・1壱
　　　’　　　γr．

激～露駕　鶏ボ
、㌧ルよ’

　　雪道はすべり止め対策を

　－●●・

　●・・’

浮オっ
‘萄

姜し
絢の
鴛》・’

≧略

蓼慢
㌻●’・

　ゲρ，一

　　’獅霊塁●．

　　　哩帖窒爾韓

書
道
は

　
心
の
支
え
で
す

　
仁
田
曽
田
麗
子
さ
ん

　
曽
田
さ
ん
は
、
長
岡
生
ま
れ
の
方

で
あ
る
。
ご
主
人
の
仕
事
の
関
係
で

二
年
前
に
川
西
町
へ
来
ら
れ
た
。

　
「
字
を
書
く
の
が
苦
手
だ
っ
た
私

を
、
母
が
書
道
塾
へ
通
う
よ
う
勧
め

て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
二
年
の
と
き

で
し
た
」

　
い
ま
で
も
長
岡
の
そ
の
塾
に
週
一

回
ず
つ
通
わ
れ
て
い
る
。

　
「
習
い
始
め
た
と
き
か
ら
ず
っ
と

同
じ
女
の
先
生
で
す
」

　
塾
へ
行
っ
た
帰
り
に
実
家
に
立
ち

寄
り
、
そ
こ
で
近
所
の
子
供
た
ち
の

習
字
を
見
て

や
っ
て
い
る
叢
鷺
鎌
驚
鑑
欝
梅

と
の
こ
と
。

に
師
範
に
な

っ
て
か
ら
始

め
ま
し
た
」

家
で
は
、

所
属
し
て
い

る
東
京
の
全

書
芸
文
化
院
に
一
か
月
一
回
出
品
す

る
た
め
に
筆
を
持
つ
く
ら
い
ら
し
い
。

　
「
こ
の
ご
ろ
は
昼
間
練
習
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
練
習
に
は
筆

の
よ
し
あ
し
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
を
使
い
こ
な
す
こ
と
に
専
念
し
ま

す
」　

書
道
の
楽
し
さ
は
、
練
習
を
や
れ

ば
や
っ
た
な
り
に
成
果
が
表
れ
る
こ

と
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
「
自
分
の
思
う
よ
う
な
線
が
出
た

と
き
は
心
か
ら
う
れ
し
い
で
す
」

　
ポ
イ
ン
ト
は
墨
の
濃
淡
で
表
現
す

る
。
か
す
れ
を
出
す
の
も
技
術
の
一

つ
で
あ
る
。

　
「
思
う
よ
う
に
書
け
な
い
と
き
の

ほ
う
が
多
い
で
す
。
悩
む
の
な
ら
し

な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
人
も
い
ま

す
が
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
ね
」

　
「
こ
れ
か
ら
も
書
道
は
、
私
の
心

の
支
え
と
な
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」

と
曽
田
さ
ん
は
言
い
切
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
鰺
、
灘
灘
，
鐵
購
㎜
馨
灘
鞍
　
鱗
雛
猷

「
四
年
前
灘
・
灘
難
熱
．
灘
．
、
灘
黎
嚢
轍
霧
鰹
蜷

　
　
　
　
　
　
　
襲
．
ネ
・

　
　
　
　
翻
・
嚢
鱗

．
懸
鞠
“
，
懇
麟
鰯
難
謹
灘
難
難
離
灘
冗ツ

“

￥ノを詩漢
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r青少年創造性開発育成

資金」の募金に協力を

一発明協会一

発明クラフ員の活動状況

　発明協会では、青少年創造性開

発育成事業として、昭和49年以来

r少年少女発明クラブ」を全国各

地に設置し、活発な活動を展開し

ています。

　協会では、この事業を今後いっ

そう拡充・強化することにしてい

ますが、そのためには、それ相当

の財政基盤を確立しなければなり

ません。

　このため、昨年から募金活動を

始め、各地から寄付が寄せられて

いますが、目標額にはまだ達しま

せん。

　今後さらにご協力くださるよう

お願いします。

レ募金目標額　10億円（新潟県1
千万円）

1〉募金期限　昭和60年12月まで

レ寄付申し込み　寄付の受付窓口

　は発明協会新潟県支部

》優遇措置　所得税法上の寄付金

　控除、あるいは法人税法上の損

　金算入の特例が受けられる

》問い合わせ　発明協会新潟県支

　部　所在地・新潟市鐙西1丁目
11－1〔智0252＠4）9168〕

郵便小包が

　　便利になりました

　郵便局では、11月26日から小包

郵便物の重量制限を、今までの6

kgから10kgに引き上げました。

　料金表は次のとおりです。

区
分

第1地帯 第
2
地
帯

第
3
地
帯

市
内

そ
の
他

2Kg
まで

円
4
0
0

　円

500

　円

650

　円

800

4陶

まで 520 660 810 960

6Kg
まで 640 820 970 1，120

8Kg
まで 760 980 1，130 1，280

10Kg

まで 880 1，140 1，290 1，440

　また、年末年始からは、一部地

域で行っていた郵便小包用ラベル

の試行を、全国の郵便局に拡大し

ます。このラベルには、発送の控

えと、小包の配達済みを差し出さ

れた方にお知らせするハガキがつ

いていますので便利です。

⑳⑦㊦、

霞

公給領収証を

必ず受け取りましょう！

〆イ争電の　　、
　　　　あ・知らせ

蓄　　　今回は

　　　　　ありません。

～　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　満

㌔鞠爆瞭欄聯〆P

　料理店などの経営者は、皆さん

から料理飲食等消費税を受け取っ
　　　　　　　　　　　　

たしるしとして、代金と引き換え

にr公給領収証」を必ず渡さなけ

ればならないことになっています。

　また、皆さんが「公給領収証」

を受け取ることによって正しい納一

税につながり、明朗会計にも役だ

ちます。

　12月10日から来年1月9日まで

は、公給領収証の完全交付・受領

強調月間が県内いっせいに実施さ

れます。

　料理飲食等消費税は次の表のよ

うに計算されます。

店　の　種　類 税　の　計　算
税のかからないとき
　（免税点）

料理店・小料理店 料　金　の　10　％
～

バ　ー　・　キ　ャ　バ　レ〆一 料　金　の　10　％
｝

旅
館
　
・
ホ
テ
ル

宿
泊
し
た
と
き

宿　　　　　　泊
（1泊2食まで）

宿泊に伴う料金から、2，500

円を差し引いた残りの料金
の10％

1人1泊の宿泊に伴う料金
が5，000円以下のとき

宿泊者の追加飲食

夜食・間食等 料　金　の　10　％
1人1泊中の追加飲食・夜
食・間食等の料金が2，500
円以下のとき

宿泊者の昼食 料　金　の　10　％
1人1回の昼食代が2。500
円以下のとき

休憩や飲食などをした
とき 料　金　の　10　％

1人1回の料金が2，500円
以下のとき

飲食店　・喫茶店
〔難裳きレストラン6〕 料　金　の　10　％

1人1回の料金がa500円
以下のとき

仕　出　し　・出　前 料　金　の　　10　％
1人分の料金が2，500円．以
下のとき

チ　ケ　　ッ　ト　食　堂

（毒鞘簗繰働 料　金　の　10　％
1品の価格が1，000円以下
のとき

※問い合わせは、十日町財務事務所間税係〔奮67）5511内線205〕へ。
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出思
善次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
造
林
事
業
の
一
助
に
と

※
井
川
建
設
㈱
か
ら
造
林
作
業
員
休
憩

施
設
備
品
寄
付
金
と
し
て
十
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
五
十
嵐
文
治
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
三

　
万
円

※
登
坂
隆
さ
ん
（
赤
谷
）
か
ら
一
二
万
円

※
高
橋
義
徳
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
五
万

　
円

※
星
名
米
太
郎
さ
ん
（
木
島
）
か
ら
一
二

　
万
円

※
橘
小
学
校
四
年
仁
田
女
子
児
童
五
人

　
か
ら
五
千
円

心
配
ご
と
相
談

●
12
月
1
9
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
12
月
2
6
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
1
月
9
日
・
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

●
1
月
1
6
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
で

す
。
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．
中
条
歳
一
さ
ん
（
大
倉
）
か
ら
、
唐

　
み箕

、
マ
ン
グ
ワ
、
ミ
ノ
ク
ビ
、
ほ
か

・
星
名
米
太
郎
さ
ん
（
木
島
）
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ょ
ワ
つ

ヌ
カ
焼
き
、
田
植
ワ
ク
、
五
輔
馬
、

コ
ゴ
メ
ド
オ
シ
、
俵
締
め
、
ほ
か

．
茂
野
耕
作
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
糸

あ
げ
、
メ
ダ
レ
オ
ケ
、
イ
ザ
リ
バ
タ

台
、
マ
サ
カ
リ
、
ツ
ク
織
り

晴
内
謬

蕊超＼
　
　
　
　
ら
覧
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
9
1
覧
、
、
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
8
ー
覧
監
、
、

．
江
口
知
さ
桃
（
小
白
倉
）
か
ら
、
山

　
ギ
モ
ン
、
苧
カ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

．
山
家
和
平
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
風

　
ろ
お
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い

呂
桶
、
肥
カ
ギ
、
肥
カ
ゴ
、
馬
蹄

・
小
野
塚
タ
マ
さ
ん
（
上
町
）
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ま

編
讐
、
ッ
ル
ベ
、
鉄
釜
、
ハ
カ
リ
、

膳
椀
多
数
、
ほ
か

・
高
橋
克
仁
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら
、
椀

多
数

・
保
坂
国
夫
さ
ん
（
上
町
）
か
ら
、
鉄

　
　
　
　
　
　
す
き
　
き
ね
　
な
ペ

ビ
ン
、
ビ
ク
、
鋤
、
杵
、
鍋
、
ほ
か

・
平
野
角
太
郎
さ
ん
（
四
郎
兼
）
か
ら
、

ツ
ヅ
ラ
、
除
草
機
、
馬
耕
鋤

・
越
ケ
沢
部
落
か
ら
、
打
上
花
火
筒
、

祭
礼
ボ
ン
ボ
リ
、
青
年
団
旗

・
川
崎
保
一
さ
ん
（
越
ケ
沢
）
か
ら
、

土
手
締
め
、
ク
マ
ン
ザ
レ
、
ガ
ニ
マ

　
ッ
コ
、
べ
エ
、
千
歯
こ
き
、
肥
カ
ゴ
、

起
張
、
古
絵
図
、
屋
根
職
道
具
一
式
、

檀
飾
り
ヨ
シ
ズ
、
ミ
ノ
、
ほ
か
多
数

【
お
わ
び
】

　
前
号
、
九
ぺ
ー
ジ
の
『
上
野
地
区
集

落
排
水
処
理
施
設
』
の
記
事
の
中
で
、

五
十
九
年
度
現
在
ま
で
に
要
し
た
総
事

業
費
を
「
四
億
二
千
百
万
円
」
と
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
事
業
が
完
了

す
る
ま
で
の
額
で
し
た
の
で
、
　
「
二
億

九
百
万
円
」
に
訂
正
し
、
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。

　　　　2

lい｝　　んξ
室石1
島　　　　ロ　　　　ロ　　　　ほ　　／／　　　…

　　　　9　　　　9　　　　一　　　　　　　　　ロ　　　　ロ　　　　も
が探1　　し～舞　　　　“　　　　一　　　　曹　　　　一　　　　麟　　　　一　　　　〇　　　　一
ム　　 ｝

口　　　㌔

に　ξ

てみます」　｛
巳II川OIII8011。。Illllgl，lll。ll川llOll80●。IIOい…’

十
二
月
一
日
午
後
二
時
の
現
場

　
先
月
二
十
九
日
の
午
後
五
時
四
十
五

分
前
後
、
上
越
地
方
を
中
心
に
空
を
飛

ぶ
「
火
の
玉
」
を
目
撃
し
た
と
い
う
人

や
、
そ
れ
が
破
裂
し
た
と
思
わ
れ
る
大

音
響
を
聞
い
た
と
い
う
人
が
続
出
し
ま

し
た
。
町
内
の
方
々
か
ら
も
こ
う
い
っ

た
声
が
届
い
て
き
ま
し
た
。

　
今
月
一
日
の
正
午
ご
ろ
、
役
場
に
報

道
機
関
か
ら
「
室
島
で
い
ん
石
が
発
見

さ
れ
た
そ
う
だ
が
…
…
」
と
い
う
電
話

が
入
り
ま
し
た
。
役
場
に
は
ど
こ
か
ら

も
通
報
が
な
か
っ
た
た
め
、
お
っ
取
り

刀
で
総
務
課
員
が
室
島
へ
車
を
走
ら
せ

ま
し
た
。

　
現
場
に
到
着
し
た
の
は
十
二
時
半
ご

ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
新
聞
記
者
の

面
々
は
早
く
も
取
材
を
開
始
し
て
い
ま

し
た
。

　
現
場
は
国
道
4
0
4
号
線
の
東
側
で
、

藤
沢
入
り
口
の
と
こ
ろ
か
ら
北
へ
向
か

っ
て
二
百
メ
ー
ト
ル
に
か
け
て
の
畑
の

中
で
し
た
。
い
ん
石
ら
し
い
「
黒
く
て

軟
ら
か
い
か
け
ら
」
は
、
直
線
上
の
三

か
所
に
数
多
く
散
ら
ば
っ
て
い
て
、
大

き
な
も
の
は
直
径
六
セ
ン
チ
く
ら
い
で

し
た
。

　
二
時
半
ご
ろ
に
は
、
テ
レ
ビ
局
が
駆

け
つ
け
て
き
ま
し
た
。
新
潟
県
立
自
然

科
学
館
か
ら
も
係
の
方
が
現
地
入
り
し

ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
い
ん
石
ら
し
き
物
体
は
、

段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
ら
れ
、
自
然
科
学

館
や
新
潟
大
学
で
分
析
す
る
た
め
、
午

後
四
時
ご
ろ
新
潟
市
に
運
ば
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　
次
の
日
は
雨
が
降
り
続
き
ま
し
た
が

覇　
　
　
O

　
　
　
　
I

　
　
　
　
I

　
　
べ
　
曲

　
　
　
　
じ

　
　
調
嘱

　
　
て
　
㎞

　
　
つ
　
一

蝋
帰
｛

日
曜
日
で
し
た
の
で
、
家
族
連
れ
や
天

文
フ
ァ
ン
な
ど
、
大
ぜ
い
が
室
島
を
訪

れ
ま
し
た
。

科
学
博
物
館
や
新
潟
大
学
で
専
門
の

先
生
方
が
分
析
し
た
結
果
、
こ
の
物
体

は
石
灰
窒
素
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
四

日
ま
で
に
判
明
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
　
「
火
の
玉
」
は
い
ん
石
と

み
ら
れ
、
中
頸
城
郡
柿
崎
町
の
沖
の
日

本
海
上
で
破
裂
し
、
落
下
し
た
と
結
論

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

抽
軸
一
．
．
．
～
三
二
一
｛
騨
．
．
．
一
…
一
．
二
一
一
ミ
印
騨
．
。
一
三
印
一
．
．
～
一
一
一
＝
．
一
ξ
一
一
一
．
，
三
一
一
一
．
”
．
三
一
『
．
．
二
．
｛
一
一
二
一
三
一
一
．
一
ξ
＝
．
．
一
．
一
…
一
一
二
～
三
“
．
～
三
．
二
一
｛
一
一
二
ξ
三
騨
一
．
三
三
三
一
…
三
一
～
㌔
鵯
一
～
㌔
．
．
～
㌔
甲
一
．
～
9
一
＝
～
三
．
一
一
，
｛
一
．
－
鞭
一
一
三
一
一
～
…
一
一
騨
．
」
毫
－
一
．
～
ミ
曹
～
一
三
．
．
一
ξ
陶
孕
．
軸
．
．
一
一
…
一
一
．
．
～
三
．
．
．
。
一
三
一
…
一
三
一
峯
．
。
～
…
．
。
．
一
三
…
。
三
一
一
．
一
一
三
。
．
．
3
一
三
麟
…
ξ
三
．
．
ξ
一
げ
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こ
と
ば
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

　
こ
と
ば
は
子
供
の
心
の
窓
で
す
。

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
と

き
か
ら
こ
と
ば
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
た
い
せ
つ
で
す
。
抱
き
上
げ

た
り
お
乳
を
飲
ま
せ
る
と
き
に
、
黙

っ
て
い
た
の
で
は
母
親
の
感
情
が
赤

ち
ゃ
ん
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い

に
見
つ
め
合
い
、
あ
や
し
た
り
話
し

か
け
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
と

子
の
相
互
作
用
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
三
か
月
く
ら
い
に
な
る
と
反
応
性

　
　
　
　
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ

　
　
　
　
の
時
期
に
は
前
方
か
ら
見

螺騨轟鵬衡
つ
め
な
が
ら
話
し
か
け
て

く
だ
さ
い
。
六
か
月
に
な

る
と
人
見
知
り
が
始
ま
り

ま
す
。
自
我
が
育
っ
て
い

く
時
期
な
の
で
す
。
こ
の

こ
ろ
泣
か
な
い
で
い
る
子

は
、
ほ
ん
と
う
に
い
い
子

な
の
か
は
疑
問
で
す
。
反

対
に
抱
き
ぐ
せ
が
つ
い
て

困
る
子
、
こ
ん
な
子
の
ほ

う
が
親
と
子
の
関
係
が
う

ま
く
で
き
て
い
る
の
で
す
。

　
十
二
か
月
ご
ろ
に
な
る

と
、
こ
と
ば
は
出
な
い
け

れ
ど
も
親
の
言
う
こ
と
は

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

　
　
　
　
y
協
謬
　
ワ

　
　
　
護
ワ
。
　
．
藪

　
　
　
　
、
鎚
憐
弛

礁
・
磐

ま
す
。
離
乳
が
完
成
し
て
指
さ
し
が

出
て
き
た
り
、
な
ん
ご
と
い
っ
て
意

昧
の
な
い
こ
と
ば
を
発
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
二
歳
ご
ろ
に
は
標
準
語

で
の
こ
と
ば
の
や
り
と
り
を
し
ま
し

ょ
う
。

　
例
え
ば
、
　
「
ブ
ー
ブ
ー
行
っ
た
」

の
幼
児
語
で
は
話
し
か
け
ず
、
　
「
ブ

ー
ブ
ー
行
っ
た
ね
、
消
防
自
動
車
ね
」

と
い
う
よ
う
に
正
確
な
こ
と
ば
を
重

ね
て
話
す
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
三
歳
ご
ろ
に
な
る
と
こ
と
ば
を
通

じ
て
自
分
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
と
ば
は
子
供
が
社
会
の
一

員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
く
た
め
の
原

動
力
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
供
の

思
考
力
を
養
う
に
は
、
寝
な
が
ら
昔

話
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
た
い
せ
つ

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
供
が
発
す
る
こ
と
ば
を
無
視
し

た
り
、
先
回
り
を
し
て
な
ん
で
も
や

っ
て
し
ま
う
の
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

う
ま
く
こ
と
ば
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
行
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
持
っ
た

明
る
い
子
供
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

犠
蓼
き

戸
籍
の
窓
か
ら

骸
琶
き
骸
き
葛

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

礁
纏

（
総

（
総

（
◎
蔀

◎
新
婦

片深川
桐谷崎

光
男
東
善
寺

正
子
十
日
町
市
か
ら

松
夫
室
島

悦
子
　
東
京
都
か
ら

荘
一
木
落

小
嶋
美
佐
子
十
日
町
市
か
ら

田
中
直
樹
小
白
倉

西
山
美
代
子
下
平
新
田
か
ら

（
◎
新
郎
太
田
正

◎
新
婦
藪
藤
美
智
子

（
◎
新
郎
相
馬
利
治

◎
新
婦
相
馬
美
代
子

（
◎
◎
篇
雛
嘱
俊
、

4）

田木木盤
戸落落町町
　か　 か

　ら　　ら

　
和
美
十
日
町
市
か
ら

小
わ
に
レ

　
　
　
岬
項

太
田
白
南
風
選

霜
条
星
名
星
光

○
燦
々
と
銀
杏
落
葉
の
ひ
ろ
が
れ
る

〇
一
斗
箕
の
中
に
新
米
揚
き
上
が
り

○
強
霜
に
月
の
細
り
し
夜
明
け
か
な

照
り
返
す
日
の
や
わ
ら
か
し
掛
大
根

囲
わ
る
・
火
伏
地
蔵
に
頬
被
り

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

○
朝
寒
や
仕
立
お
ろ
し
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

（
縣

（
雛

（
羅

村
越
浩
明
野
口

若
月
か
お
る
　
田
　
戸
か
ら

村
山
　
壮
元
町

関
口
　
康
子
十
日
町
市
か
ら

江
目
　
祐
二
　
小
白
倉

高
島
　
成
美
　
熊
本
県
か
ら

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
た
く
や

保
坂
拓
也

　
　
ま
　
り
　
こ

貴
田
麻
理
子

　
　
　
た
く
や

藤小星巻幡
　
　
な

水
落
奈
緒
美

　
　
　
　
ゆ
う

藏
品
　
　
佑

　
　
　
　
均

　
　
　
道
雄

拓
也
敏
夫

　
あ
い愛

正
晴

の
ぞ
み

　
希
　
　
明

お
み

　
　
　
徳
幸

　
　
　
　
守

長
男
下
平
新
田

長
女
伊
勢
平
治
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○
鋤
き
起
す
天
地
返
し
と
い
う
冬
田

○
短
日
や
脚
早
や
に
村
戻
り
ゆ
く

大
川
の
流
れ
も
細
り
冬
め
き
ぬ

雪
催
い
俄
か
に
暗
き
窓
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

小
春
日
や
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
老
の
日
々

ざ
わ
め
き
て
芋
の
破
れ
葉
に
野
分
来
る

鴨
の
来
て
水
尾
生
ま
れ
し
山
の
湖

団
地
窓
灯
そ
れ
ぞ
れ
時
雨
を
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

温
泉
の
宿
に
か
ぶ
さ
る
如
く
峡
紅
葉

吟
行
の
湯
の
宿
ま
で
の
草
紅
葉

玉
子
酒
好
み
て
妻
の
木
の
葉
髪

四赤中発沖木坪岩
郎　仙電
兼谷田所立島山瀬
　　　通
　　　東

四
九

六
二

六
八

七
六

八
二

八
二

八
三

八
四

風
邪
薬
疲
れ
ぐ
す
り
の
玉
子
酒

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

山
茶
花
の
花
の
盛
り
を
囲
わ
る
・

踏
ん
で
ゆ
く
足
音
高
し
霜
の
朝

雪
国
の
一
日
儲
け
と
い
う
小
春

豆
叩
く
棒
代
々
を
使
い
継
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

出
稼
ぎ
の
夫
を
送
れ
る
玉
子
酒

日
暦
の
薄
く
な
り
き
し
日
短
し

湯
の
町
の
句
碑
た
ず
ぬ
れ
ば
時
雨
来
し

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

紅
葉
の
湯
の
町
跨
ぐ
虹
の
橋

大
根
引
く
手
も
と
を
よ
ぎ
り
赤
と
ん
ぼ


